
 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

                                                                                                                

    

 

 

 

 

 

３歳児 
 

ねらい

い 

内容 

◎自分の好きな遊びを見つけて遊ぶ。 

◎梅雨時期の身近な自然に触れる。 

◎園生活に慣れ、簡単な身の回りのことを自分でしようとする。 

 

ぱんだ・こあらだより 

６月号 

○興味をもった場や遊具で、自分のしたい遊びを楽しむ。 

≪室内≫…粘土、ブロック、絵本、お絵かき など 

≪戸外≫…砂場、泥山、色水、シャボン玉 など 

○梅雨時期の身近な自然や生き物を見つけたり触れたりして遊ぶ。 

（あじさい、カエル、カタツムリ、水たまり など） 

○保育者に見守られながら、できることを自分でやってみようとする。 

（簡単な衣服の着脱、手洗い） 

○保育者や友達と一緒に曲に合わせて動いたりすることを楽しむ。 

≪手遊び≫…水遊び、さかながはねて 

≪体操≫…かえるのたいそう 

・着替え袋の中身を、季節に合わせて衣服を変えてください。園にもってくる
ものには必ず氏名を書いてください。また、どろんこ着やタオル、汚れ物を
入れる袋などにも必ず氏名の記入をお願いします。 

             ・6月 6日から水筒の使用が始まります。水筒は自分で使えるものを持たせて 
ください。また、水筒の中のお茶は衛生管理上、朝沸かしたお茶を入れ、お茶 
以外の物や氷を入れないようにお願いします。 

              

お着替え、がんばるよ！ 

戸外の気温が高くなり、泥んこ遊びが始 
まりました。水を含んだ砂場で型抜きをした 
り、大きな山を作ったりして砂の感触を楽しんでいま
す。 
戸外遊び後には体についた砂や汗をお湯で流し、着

替えを行います。“自分で”という気持ちを大切にしな
がら、難しいところは保育者が手を添えて「できた！」
という経験を積み重ねていきます。ご家庭でも衣服の
着脱の時は、お子様に合わせてちょっぴり援助しても
らったり、励ましたりして見守りつつ、少しでもできる
ようになったことを大いに褒めてあげましょう！ 

 

 

 

 

 

どろんこ遊び、楽しいな♪ 

砂場に少しずつ水を足して、泥の感触を味わった
り、プランターの下にいるダンゴムシを探したりし
て楽しんでいます。「今日は、たこ焼きパーティー
だ！」と言って保育者や友達と型ぬきをしたり、お    
椀やコップに砂を入れて草花を飾ったりしてごはん  
を作り「先生、どうぞ」と差し出し、保育者が「い 

ただきます」と食べる真似をすると喜ん 
で、次々運んできてくれます。 
毎日気温を考え泥んこ着を準備した 
り、きれいにお洗濯して頂き有難うご 
ざいます！ 

 
 

 

 

 
この下に 

ダンゴムシいるかも！ 

 
たこやき 

パーティーだ！ 


